




ま え が き

農林水産奨励会は、 大日本農会、 大日本山林会、 および大日本水

産会の三会で組織されている公益法人であります。

この農林水産奨励会は、 農林水産業の発展に貢献することを目的

として、 独自に、 また三会と協力して、 講演会、 シンポジウム、 研

究会の開催、 印刷物の刊行など各種公益事業を行っております。

その一つとして、 現在、 健康への関心が高まっている折から、 大

日本水産会が主催したおさかなフォ ー ラム '98「子どもの
“

心の健

康
’

' と食生活」の開催に協力しました。

本書は、 このフォ ー ラムにおける講演内容、 討議を収録整理した

ものであります。

大方の参考になれば幸いであります。

平成11年3月

財団法人 農林水産奨励会

会長 山口伊佐夫

kashiwa
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魚を日常たくさん食べている日本や台湾は、西洋諸国に比べると

鬱病の発症率が低いことが分かります。 また、実際に鬱病の患者さ

んに魚の油を投与した研究結果も報告されていますが、好結果を得

ていますし、分裂病に対しても同様の結果が得られています。

最後に、本日は会場にたくさん女性の方がおみえですから、赤ち

ゃんの脳の成長にとって、魚の油、特にDHAがいかに必要かをお

話してみます。

欧米人は魚をあまり食べないので、 EPA、DHAの摂取量は少

ないわけですが、 それでも、授乳中の赤ちゃんの脳の中には約100

gのDHAが入ります。100 gのDHAを摂取するには、魚をあま

り好きでない日本人で約 1年間はかかります。 それが全部赤ちゃん

にいくのです。 なぜなら脳にとってDHAは欠くことのできない成

分だからです。 DHAの摂取量が少ない欧米人でも、出産して母乳

を出すと、 母乳の中にDHAがでてきます。

イギリスの研究では、 1回の出産で、母体の脳の実質が3％減少

すると言われています。 母親の脳の中にはDHAがたくさん入って

いますから、赤ちゃんの脳の成長のために自分の脳に入っているD

HAを、 ものすごい負担をかけて借り出すために、母親の脳が3%

も減少するのではないかと考えられています。 出産後、母親が鬱病

になりやすいのは、 もしかしたらその脳のDHAの減少と関係があ

るのかもしれません。

これだけ魚の油の効用をお話しすると、 「でも、魚は食べたくな

い」と言い張る方はいなくなるのではないかと思うのですが、はじ

めに言いましたように目安は1日1回がいいところです。 だから、

朝からまだ食べていないという人は、今夜はぜひ魚料理にしてくだ

さし＼。

＊この講演は平成10年10月28日に行われたものです。
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ディスカッション

子どもの心の健康を考える

出席者／岡崎 光子（女子栄養短期大学 教授）

浜崎 智仁（富山医科薬科大学 教授）
司会／好本 恵（フリ ー アナウンサ ー）

好本 続いてディスカッションに入ります。 お2人の先生にはご専

門の立場から色々興味深いお話をしていただきました。 実は、私も

小学校3年と6年の子どもがおりまして、また、現在、 NHKテレ
ビで担当している番組も「きょうの料理」「すくすく赤ちゃん」な

どで、 日頃から子どもの健康と食生活についてはとても関しを持っ

ているのですが、 本日のテ ー マである子どもたちの心の健康をどう

考えていったらいいか、先生方にお聞きしたいと思います。 岡崎先

生、心の健康を保つポイントを3つ挙げていただくとすると、いか

がでしょうか。

岡埼 現代の子どもたちが、なぜすぐにキレて暴力をふるうのかと

いう、 心理学的な研究はしていませんから、 ただ私なりに日頃感じ

ていることしかお話できませんが、ます第1は、食事をするときに

兄弟や親子の会話か少なくなっているということです。

確かに、 私たちか育った昭和20年代の頃とは違い、子ともの数自
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